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  （６）「トラベルマート 2015」への出展の成果と課題 

 

   ①日本でのルーラル・ツーリズムへの関心が高まっていることが確認できた 

    トラベルマートにおけるバイヤー調査について、昨年と今年の結果を比較してみると、以 

   下のような点が目につく。 

    ◆日本のルーラル・ツーリズム（グリーン・ツーリズム）への関心の高まり 

      バイヤーの母国における、日本のルーラル・ツーリズムへの関心では、昨年は 65％が 

     「関心がある」と答え、そのうち「関心を持っている人が多い」は 2割程度となっていた。 

     今年の調査では「関心がある」は 74％に増加。また「関心を持っている人が多い」も 35％ 

     に増加しており、日本のルーラル・ツーリズムへの関心が高まっている傾向が見られた。 

 2014 年度（N=43） 2015 年度（N=66） 

関心を持っている人が多い 20.9％ 34.9％ 

関心を持っているのは一部の人に限られる 44.2％ 39.4％ 

   ◆商談した地域へのルーラル・ツーリズムの商品化意向の高まり 

         トラベルマートで商談した地域へのルーラル・ツーリズムの商品化については、昨年よ 

     りも「ぜひ商品化を進めたい」とするバイヤーが増加した。これは昨年度に比べて、日本 

     のルーラル・ツーリズムへの関心が高まったことに加えて、事前準備によって説明資料等 

     が充実したことも一因となっていることが考えられる。 

      「可能性を感じたので今後考えていきたい」とする回答が減少しているのは、ビジネス 

     として厳しい目で評価され始めたことを示していると考えられる。 

      2014 年度（N=43） 2015 年度（N=66） 

ぜひ商品化を進めたい 32.6％ 45.5％ 

可能性を感じたので今後考えていきたい 65.1％ 42.4％ 

 

   ②海外バイヤーとの商談は出展地域に大きな刺激を与え有効な活動となった 

     今年度の出展地域のうち、2地域（遠野、飯山）は昨年度も出展した地域だったが、この 2 

    地域を含めて 4地域すべてが「事前準備段階からのサポート」に高い評価をしている。事務的 

    なサポートやアドバイスにとどまらず、説明資料やバイヤーの国籍別の説明方法などへのアド 

    バイスが有効だったと評価された。 

     また 4地域ともに「商談会を行ったことでバイヤーのニーズが分かった」「自分たちの課題や 

    取組の方向性が見えてきた」と、商談会への参加の有効性を評価している。昨年も参加した 2 

    地域でも、継続して参加したことで課題や方向性がより鮮明になったと評価している。 

     トラベルマートのような、バイヤーとの出会いや商談の場への参加は、インバウンドの誘客 

    を目指している農山漁村にとっては有効な手法だといえる。 

 



31 

 

 

 

   ③事前セミナーなど、出展前の準備やサポートの重要性が確認できた 

       前項でも述べたように、今年度から実施した出展地域への事前準備サポートは、出展地 

    域から「有効だった」「助かった」等の高い評価をうけた。特に初めて出店する農山漁村 

    地域では、こうした海外との商談会に参加した経験に乏しい地域が多いことから、商談会 

    の成果を大きなものにするうえで、こうしたサポートが欠かせないと思われる。 

    

     ④一方で商談会を活用するフォロー活動の不足など、地域の課題も見えてきた 

     バイヤー調査では、商品化に向けて農山漁村地域に期待することとして、「多言語表記・ 

    表示」「Wi-Fi環境の整備」と並んで、「担当者の語学力の向上」「地域の資源や魅力に関す 

    る説明力の向上」が上位にあがっている。こうした回答からは、商談会でも各地域の語学力 

    や説明力の不足を感じたバイヤーが多かったことが予想される。 

     インバウンドへの取組を志向する農山漁村地域では、その入り口としての商談会等への参 

    加や、窓口である海外の旅行会社やバイヤーとの交渉や連絡・調整が不可欠である。人材育 

    成などを通じて将来的に対応していく体制づくりが必要である。 

     またトラベルマートの商談相手へのフォロー活動も十分ではないようである。お礼のメー 

    ルをはじめとして、定期的な情報発信などを行い、地域を継続的にアピールしいていくこと 

    は、海外でのネットワークづくりやインバウンドの誘客につながるものとなる。こうしたフ 

    ォーロー活動についても情報提供やアドバイスしていくことが有効となる。 
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３、外国人バイヤー等を対象とする遠野へのファムトリップの実施 

 

  （１）2015 年度のファムトリップの概要 

    「トラベルマート 2015におけるファムトリップ（海外のバイヤーを対象とする体験ツー 

   アー）は以下の９コースの設定があった。 

    本事業では「北東北・道南コース」の中で遠野市において 1泊 2 日のグリーン・ツーリズ 

   ムの体験を行った。 

   【「トラベルマート 2015」におけるファムトリップのコース】 

1. 道東コース（知床、網走、阿寒湖）  9/28（月） - 10/1（木） 

2. 北東北・道南コース（遠野、三沢、函館）  9/28（月） - 10/1（木） 

3. ゴールデンルートコース（東京、大阪、京都）  9/28（月） - 10/1（木） 

4. 北陸・高山コース（宇奈月、高山、金沢）  9/28（月） - 10/1（木） 

5. 三重・和歌山コース（志摩、熊野、高野山）  9/28（月） - 10/1（木） 

6. 山陽・四国コース（倉敷、徳島、姫路）  9/28（月） - 10/1（木） 

7. 九州コース（指宿、霧島、宮崎）  9/28（月） - 10/1（木） 

8. 日本文化体験・ホテルインスペクションコース（都内） 9/28（月） - 9/29（火） 

9. 東京下町文化体験コース（都内）  9/28（月） 

 

◆ファムトリップ 北東北コース 

  

１日目（９月２８日（月））  ２日目（９月２９日（火）） 

8：45 ホテル発  7：30 頃 朝食（宿泊した農家民宿にて） 

9：40 東京駅発「やまびこ４５号」   

午前中 

農業体験 

散策 

その他体験プログラム 

12：14 一ノ関着  

12：45 一ノ関発（バス移動）  

13：45 中尊寺着後見学   昼食（農家民宿にて） 

15：00 中尊寺発（バス移動）  13：00 意見交換会 

（遠野グローバルプラザ） 

16：30 遠野着（伝承園）  14：00 遠野発（バス移動） 

 オリエンテーション 16：00 青森着 

17：30 農家民宿 （夕食。宿泊）  青森観光 PR イベント 

 

   ※３日目（９月３０日（水））は函館に移動して道南体験ツアーを行い宿泊。１０月１日 

    （木）に函館から空路で羽田に移動。（詳細は省略） 

 

 




